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１．計画の背景と目的

2

「政府の事務・事業に関する温室効果ガスの排出削減計画」概要





出典:環境省「政府の事務・事業に関する温室効果ガスの排出削減計画」(R3.10)より抜粋して作成



１．計画の背景と目的
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



出典:国土交通省 「国土交通省がその事務及び事業に関し温室効果ガスの排出の削減等のため実施すべき措置について定める計画」(R7.2)より抜粋して作成
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１．計画の背景と目的
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



出典:国土交通省 「道路法等の改正による脱炭素の新たな枠組み」より抜粋して作成



１．計画の背景と目的
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

出典:国土交通省 「道路脱炭素化基本方針」より抜粋して作成

•

•
•

•
•
•

•

1. 道路のライフサイクル全体の低炭素化
2. 道路交通のグリーン化を支える道路空間の創出
3. 低炭素な人流・物流への転換
4. 道路交通の適正化

•

•

•

•

•



１．計画の背景と目的
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



１．計画の背景と目的
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② 沖縄総合事務局でのこれまでの道路分野での取り組み

 沖縄総合事務局では、道路脱炭素化の取り組みとして車両電動化や、道路照明のLED化等をこれまでに実施。

【道路関係車両の電動車化】 【道路照明灯のLED化】

【TDM（交通需要マネジメント）の実施】 【EV急速充電器の設置促進】

▲従来のパトロールカー
（ガソリン車）

▲更新したパトロールカー
（ハイブリッド車）

▲従来の道路照明
（高圧ナトリウム灯）

▲更新した道路照明
（LED照明）

▲TDM概要図
（北部国道事務所「アシナビ―GW」）

▲TDM実施前の混雑状況
（北部国道事務所「アシナビ―GW」）

▲EV急速充電器
（道の駅いとまん)



１．計画の背景と目的
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









２ ．計画の基本方針・目標
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

▲従来のパトロールカー
（ガソリン車）

▲更新したパトロールカー
（ハイブリッド車）

▲従来の道路照明
（高圧ナトリウム灯）

▲更新した道路照明
（LED照明）



２．計画の基本方針・目標
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

▲太陽光発電施設 ▲走行中給電施設

▲EV充電施設の設置の促進

▲道の駅豊崎 太陽光発電設備施工後 ▲太陽光発電状況

▲道の駅いとまん EV充電施設



２．計画の基本方針・目標
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

▲交通結節点整備のイメージ図(てだこ浦西駅P&R)

▲自転車ネットワークのイメージ図

▲名護交通結節点整備イメージ図▲名護交通結節点整備方針

▲自転車道整備状況（国道58号 名護市） ▲矢羽根整備状況（国道58号 名護市）



２．計画の基本方針・目標
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①





２．計画の基本方針・目標
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①



▲歩道の白舗装状況①(国道58号名護市) ▲歩道の白舗装状況②(国道331号南城市)

▲沖縄本島の世界自然遺産区域と希少動物 ▲動物検知システムの例

▲ヤンバルクイナ注意標識の設置 ▲クイナフェンスの設置

▲クイナトンネル（横断路） ▲路面標示

希少動物
画像

世界自然遺産区域



３．分野別の主な施策
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沖縄トピック（沖縄の電動パト
車は特別仕様?）
島嶼県である沖縄は、周囲を海に囲ま
れていることから、潮風等からの塩害の
影響を受けやすい。県内の国道は沖
縄本島を周回する路線が多く、台風の
直前・直後には、潮風を受けながら道
路パトロールによる安全巡視が行われ
る。車両には塩害を防ぐためのアンダー
コートが施され、環境に負けない車両
の導入を行っている。

▲更新したパトロールカー
（ハイブリッド車）



３．分野別の主な施策
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沖縄トピック（環境に配慮した照明灯）
ウミガメの産卵が確認されている沿岸の道路におい

ては、ふ化した子ガメが間違えずに海の方向に向かえ
るよう照明灯に工夫を行い、環境に配慮した道路管
理を行っています。

▲トンネル照明LED化
（国道330号浦添市西原）

※1 道路照明のLED化・再生可能エネルギー活用に関する2030年度のCO2排出削減量は、政府実行計画及び国交省実施計画にて定められた「2030年度までに調達する電力の60％以上を再生可能エネルギー（以下「再エネ」という。）
電力とすることを目指す。」に基づき設定。
※2 道路照明のLED化・再生可能エネルギー活用に関する2040年度のCO2排出削減量は、政府実行計画にて定められた「2040 年度においては、民間部門の脱炭素電源の調達状況を考慮しつつ、調達する電力の80％以上を脱炭素電
源由来の電力とする」に基づき設定。



３．分野別の主な施策
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沖縄トピック（新型エネルギー
発電所数）
沖縄県は、温暖海洋性気候のため、
海洋(海風)の影響を受けるため、天
候も変わりやすく、海からの湿った空気
により雲が発生し易い環境でもありま
す。そのため、意外にも日照時間は全
国45位(総務省「社会生活統計指
標」より)となっており、新エネルギー等
で多数を占める太陽光による発電所
数は全国最下位の数となっています。

▲太陽光発電設備(道の駅豊崎)

※1 道路照明のLED化・再生可能エネルギー活用に関する2030年度のCO2排出削減量は、政府実行計画及び国交省実施計画にて定められた「2030年度までに調達する電力の60％以上を再生可能エネルギー（以下「再エネ」という。）
電力とすることを目指す。」に基づき設定。
※2 道路照明のLED化・再生可能エネルギー活用に関する2040年度のCO2排出削減量は、政府実行計画にて定められた「2040 年度においては、民間部門の脱炭素電源の調達状況を考慮しつつ、調達する電力の80％以上を脱炭素電
源由来の電力とする」に基づき設定。



３．分野別の主な施策
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沖縄トピック
（歩道上のソーラー発電）

与那原町は、東浜地区の歩道上に太
陽光パネルを設置する「ソーラー歩廊」を
整備する計画を進めている。

歩道の屋根部分を活用し、発電と日よ
けを兼ねる全⾧約500メートルの施設で
あり、町はエネルギーの地産地消を掲げ、
脱炭素先行地域を目指し、住民理解を
得ながら事業を進める方針である。

▲ソーラー歩廊イメージ図(おきなわパワーHD㈱より)

▲太陽光発電設備(道の駅豊崎)



３．分野別の主な施策
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※1 道路照明のLED化・再生可能エネルギー活用に関する2030年度のCO2排出削減量は、政府実行計画及び国交省実施計画にて定められた「2030年度までに調達する
電力の60％以上を再生可能エネルギー（以下「再エネ」という。）電力とすることを目指す。」に基づき設定。
※2 道路照明のLED化・再生可能エネルギー活用に関する2040年度のCO2排出削減量は、政府実行計画にて定められた「2040 年度においては、民間部門の脱炭素電源
の調達状況を考慮しつつ、調達する電力の80％以上を脱炭素電源由来の電力とする」に基づき設定。



３．分野別の主な施策

19

沖縄トピック（舗装工事）
沖縄県における舗装工事は高温多湿

な気候に加え、強い日差しと路面の照り
返しで体感温度が非常に高く、熱中症と
なる危険性が高い中で施工しています。
こうした中、低炭素(中温化)アスファルト
の導入は県内舗装工事の労働環境の
改善が期待できます。



３．分野別の主な施策
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沖縄トピック（EV普及施策）
沖縄県は、沖縄の離島・過疎地域におけ

る移動手段の確保と脱炭素の両立を図る
ため、再生可能エネルギーと連携したEV導
入を進め、持続可能で安心な地域交通の
実現を目指す取り組みを実施しています。

▲EV急速充電器(道の駅いとまん)

▲離島EVカートの例（多良間村）



３．分野別の主な施策
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自転車シェアリングの普及

自転車通行空間の整備

■自転車通行空間の整備状況と計画

▲自転車道整備状況（国道58号 名護市） ▲矢羽根整備状況（国道58号 名護市）

▲国道敷地内でのシェアサイクルポート設置



３．分野別の主な施策
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【位置図】 【広域図】



３．分野別の主な施策
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３．分野別の主な施策
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３．分野別の主な施策
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▲連続する街路樹（国道58号那覇市前島）

▲連続する街路樹（国道331号糸満市真栄里）

▲ハシゴ道路ネットワーク



４．その他計画の実施に関し必要な事項
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道の駅(糸満市)



４．その他計画の実施に関し必要な事項
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歩道上の有料自転車ラックパーク＆バスライド一般有料駐車場



４．その他計画の実施に関し必要な事項
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（♪ポーン）この先、動物の飛び出しが多い
場所です。速度を落とし、周囲の動きに注意し
てください。

フェンス周辺の清掃
作業状況写真

(1)-①関連写真 (1)-①関連写真 (1)-②関連写真

(1)-②関連写真道路下
に「クイナトンネル
（横断路）」

(1)-③関連写真

(2)関連写真（除草） (３)関連写真

(4)関連写真

道路下横断路「クイナトンネル」



４．その他計画の実施に関し必要な事項
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４．その他計画の実施に関し必要な事項
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国指定天然記念物であり、絶滅危惧種に指定されているヤンバルクイナは飛ぶことが出来ず、道
路を横断する際に車に轢かれる事故が後を絶たない。 そのため、ドライバーへの注意か促す目的として、
注意標識や路面標示の設置及び道路への進入を防止する「クイナフェンス」の設置や道路を横断せ
ずとも道路を渡る事が出来るよう、道路下に「クイナトンネル（横断路）」を設置する取り組みを実施
している。

ヤンバルクイナ
注意標識の設置

クイナフェンスの
設置

クイナトンネル
（横断路）

路面標示

※カーナビの画面はイメージです

国道58号 路面表示
（国頭村）

名護勝山病院前店

（ポーン）
この先、動物の飛び出しが
多い場所です
速度を落とし周囲の動きに
注意してください

この先●km



４．その他計画の実施に関し必要な事項
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カットルーバー
（砂浜に光が届きにくい形）

道路

道
路

海
側

山
側 スロープ型側溝



４．その他計画の実施に関し必要な事項
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４．その他計画の実施に関し必要な事項
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▲歩道の白舗装状況①(国道58号名護市) ▲歩道の白舗装状況②(国道331号南城市)



４．その他計画の実施に関し必要な事項
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▲植栽が生い茂る状況
(国道58号宜野湾バイパス) ▲台風による倒木被害(国道331号)

•

•

•



５．ロードマップ


